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ＣＯＮＴＥＮＴＳ　―おもな内容―
　議員紹介・・・・２Ｐ
　４月臨時会の概要・・・・３～４Ｐ
　３月定例会の概要・常任委員会審査概要・・・・５～９Ｐ
　３月定例会一般質問・・・・１０～１３Ｐ
　　　●下村佳史　議員・・・１０P　  ●中井政友　議員・・・１１P　  ●福岡憲宏　議員・・１１P
　　　●筒井　寛　議員・・・１２P　  ●池田英子　議員・・・１２P　  ●中山武彦　議員・・１３P
　　　●小西高吉　議員・・・１３P　　　　　　
６月定例会は６月１２～２６日（予定）・・・・１４Ｐ
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議

員

紹

介
　
去
る
平
成
29
年
３
月
26
日
の
香
芝
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様
方
の
負
託
を
受
け

選
ば
れ
ま
し
た
16
名
の
議
員
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北 川 重 信
今泉６３６番地２２
当選回数６回　無所属

小 西 高 吉
上中306番地の1
当選回数５回　無所属

中 山 武 彦
高山台三丁目６番地18
当選回数４回　公明党

筒 井 　 寛
下田西二丁目3番26-5号若葉荘
当選回数２回　民進党

河 杉 博 之
真美ヶ丘七丁目10番11号
当選回数６回　公明党

関 　 義 秀
穴虫１３７３番地
当選回数４回　無所属

下 村 佳 史
関屋８４５番地３
当選回数２回　無所属

中 谷 一 輝
旭ヶ丘一丁目13番地10
サニーサイド旭ヶ丘101号
当選回数１回　日本維新の会

中 川 廣 美
狐井２７４番地
当選回数６回　無所属

中 村 良 路
北今市三丁目158番地８
当選回数４回　民進党

上田井　良二
下田西三丁目5番17号
当選回数２回　公明党

鈴 木 篤 志
旭ヶ丘一丁目33番地3
当選回数１回　日本維新の会

細 井 宏 純
五位堂四丁目264番地
当選回数５回　無所属

森 井 常 夫
鎌田４２７番地２
当選回数４回　無所属

福 岡 憲 宏
西真美二丁目１５－６
当選回数２回　無所属

芦 髙 清 友
畑四丁目103番地
当選回数１回　無所属
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議　長　小西 高吉　　　　　　副議長　福岡 憲宏 監査委員　細井 宏純

常
任
委
員
会

総務企画委員会
委 員 長 北川 重信 副委員長 上田井良二

委 員 中川 廣美 森井常夫 福岡 憲宏 中谷 一輝

福祉教育委員会
委 員 長 中村 良路 副委員長 芦髙 清友

委 員 細井 宏純 中山 武彦 下村 佳史

建設水道委員会
委 員 長 河杉 博之 副委員長 筒井 　寛

委 員 小西 高吉 関　 義秀 鈴木 篤志

議会運営委員会
（議会だより編集委員会）

委 員 長 中川 廣美 副委員長 筒井 　寛

委 員 北川 重信 河杉 博之 下村 佳史 中谷 一輝

葛城広域行政事務組合議会議員 小西 高吉 北川 重信

奈良県葛城地区清掃事務組合議会議員 小西 高吉 福岡 憲宏 河杉 博之 筒井 　寛

香芝・王寺環境施設組合議会議員 小西 高吉 北川 重信 中川 廣美 中村 良路

奈良県広域消防組合議会議員 小西 高吉

平成29年４月第２回（臨時会）香芝市議会について
議会の役員を改選

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

市議会の委員会構成

組 合 議 会 議 員

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市
政
発
展
の
た
め
格
段

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
４
月
13
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
臨
時
会
に

お
い
て
、
議
員
の
皆
様
方
か
ら
選
出
い
た
だ
き
、
正
副
議

長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
職
責
の
重
さ
、
ま
た
、
市
民
の
方
々
の
期
待
の
大
き

さ
を
考
え
ま
す
と
、
ま
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
社
会
の
変
化
を
的
確
に
見
極
め
な
が
ら
、
議
員

一
人
ひ
と
り
が
政
策
形
成
能
力
の
向
上
に
努
め
、
議
会
の

更
な
る
活
性
化
を
図
り
、
本
市
議
会
が
益
々
の
信
任
を
得

ら
れ
ま
す
よ
う
に
、頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議　長　小西 高吉 副議長　福岡　憲宏
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議案番号 議　　　案　　　名 議決の結果
　条　例

承 第 １ 号 香芝市税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告及び承認について 原案承認
（全会一致）

承 第 ２ 号 香芝市立幼稚園設置条例及び香芝市立認定こども園条例の一部を改正する条例の
専決処分の報告及び承認について

原案不承認
（全会一致）

承 第 ３ 号 香芝市立幼稚園保育料条例及び香芝市保育の実施に関する条例の一部を改正する
条例の専決処分の報告及び承認について

原案承認
（全会一致）

承 第 ４ 号 香芝市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の専決処分の報告及び
承認について

原案承認
（全会一致）

議第４２号
（追加議案） 香芝市立幼稚園設置条例の一部を改正することについて 撤回承認

議第４３号
（追加議案） 香芝市立幼稚園設置条例の一部を改正することについて 原案可決

（全会一致）
その他

同第１５号 香芝市監査委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意
（全会一致）

　議員提出議案

発議第１号 香芝市議会改革調査特別委員会の設置について 原案可決
（全会一致）

発議第２号 香芝市立認定こども園に関する調査特別委員会の設置について 原案否決

発議第３号 香芝市立下田幼稚園に関する調査特別委員会の設置について 原案可決
（全会一致）

平成29年４月第２回（臨時会）香芝市議会の結果

４月臨時会の概要
　４月臨時会は会期を４月１３日から１８日として行いました。本
臨時会では正副議長の選出、各常任委員会、議会運営委員会の委員、
また組合議会議員、行政委員の選出を行いました。
　理事者からは条例の一部改正などの７議案が提案されました。そ
の中で、下田幼稚園に関連する「承第２号」が不承認となり「議第
４２号」が提案されましたが、議案内容を一部修正する必要があっ
たので理事者から取り下げの申し出がありました。その後、改めて「議
第４３号」が提案され福祉教育委員会に付託し審査を行いました。
　議員からは、３件の発議があり、そのうち２議案が可決され、「香芝市議会改革調査特別委員会」
と「香芝市立下田幼稚園に関する調査特別委員会」を設置しました。

【主な質疑・答弁】
（質疑）下田幼稚園について、今後の市としての対応はどのように行っていくのか。
（答弁）�幼・保連携型認定こども園として手続きを進めていたが、一部書類が整わなかったので、

その書類が準備できた段階で、幼・保連携型の認定こども園へと手続きを進めたい。

承第２号
【議案内容】
香芝市立下田幼稚園を「香芝市
立認定こども園下田幼稚園」に
名称変更し、幼稚園型の認定こ
ども園とする。

議第４３号
【議案内容】
承第２号が不承認となった結果
を受けて、「香芝市立認定こど
も園下田幼稚園」を「香芝市立
下田幼稚園」に改正する。

福祉教育委員会に付託
採決した結果「不承認」

下田幼稚園
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総
務
企
画
委
員
会

○
議
第
２
号

香
芝
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て

【
議
案
内
容
】

　

現
在
、
建
築
工
事
を
進
め
て
い
る
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
６
月
末
に
完
成
予

定
と
な
っ
て
い
る
の
で
条
例
を
制
定
す
る
。

　

設
置
の
目
的
は
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行

う
住
民
と
の
交
流
を
支
援
し
、
住
民
が
活
躍
す
る

活
力
の
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
、
ま
た
災
害
時
に
お
け
る
災
害
応
急
対
策
の
拠

点
と
し
て
活
用
す
る
と
し
て
い
る
。

【
主
な
質
疑
・
答
弁
】

（
問
）
現
在
、
北
部
地

域
に
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
北
部
地
域

に
建
設
が
決
ま
っ
た
の

に
は
何
か
理
由
が
あ
る

の
か
。

（
答
）
北
部
地
域
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
が
、
現

状
で
は
文
化
施
設
な
ど
が
な
い
の
で
、
地
域
振
興

を
図
る
た
め
、
ま
た
防
災
の
拠
点
と
す
る
た
め
に

地域交流センター完成予定図

会期：２月２３日～３月１０日（１６日間）

平成29年３月第１回（定例会）について

議　案　付　託　一　覧　表

総務企画委員会
議第２号、議第３号、議第５号、議第６号、議第９号、
議第１４号、議第１５号、議第２２号、議第２３号、
議第２６号～３９号

福祉教育委員会 議第７号、議第８号、議第１０～１２号、議第１８号
～２０号、議第２５号

建設水道委員会 議第１号、議第４号、議第１３号、議第１６号、議第
２１号、議第２４号

� （議案名はＰ８～９参照）

　

常
任
委
員
会
に
付
託
し
た

議
案
に
つ
い
て
、
主
な
議
案

の
審
査
内
容
の
一
部
を
お
伝

え
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
の
審
査
概
要

３月定例会の概要
　２月２３日に開会された本会議では、理事者から、条例の制定や一部改正、一般会計や特別会計
の予算など合計４１件の議案が提案されました。議員からは意見書２件が提案されましたが、「際
限のない年金減額ストップで若者も高齢者も安心できる年金制度の改善を求める意見書」について
は、提出議員から撤回の申し出があり、承認しました。
　２７日は総務企画委員会、２８日は福祉教育委員会、３月１日は建設水道委員会、３日は予算特
別委員会を開会し、付託された案件について慎重に審査を行いました。
　その中で、「議第２５号　香芝市立みつわ保育所建替工事請負変更契約の締結について」は、外
壁に含まれるアスベストの撤去に関する議案であり、子どもの健康にも関わる議案でもあったので
数多くの質疑が行われました。また１２月定例会に提案され、継続審査となっていた、「香芝市議
会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正することについて」は総務
企画委員会で審査しましたが、引き続き継続審査となりました。
　１０日に開会された本会議の最終日は、理事者から提案された議案はすべて可決しました。また、
議員から提案された意見書１件を可決し閉会しました。
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現
在
の
場
所
を
選
定
し
た
。

○
議
第
26
号
～
議
第
39
号

　

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

【
議
案
内
容
】

　

議
第
26
号
に
つ
い

て
は
、
下
田
公
民
館

を
地
元
自
治
会
の
活

動
拠
点
と
し
て
活
用

す
る
た
め
に
下
田
地

区
自
治
会
に
無
償
譲

渡
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

議
第
27
号
～
39
号
に
つ
い
て
は
、
平
成
13
年
ま

で
香
芝
市
公
民
館
条
例
に
定
め
る
分
館
と
し
て
設

置
さ
れ
て
い
た
13
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
14
年
に

地
元
自
治
会
に
譲
渡
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
手
続

き
に
つ
い
て
追
認
議
決
を
い
た
だ
く
も
の
で
あ

る
。

【
主
な
質
疑
・
答
弁
】

（
問
）
13
施
設
が
平
成
14
年
に
地
元
自
治
会
に
譲

渡
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
在
ま
で
の
15

年
間
も
放
置
さ
れ
て
い
た
の
に
は
、
何
か
理
由
が

あ
る
の
か
。

（
答
）
平
成
14
年
１
月
に
譲
渡
手
続
き
が
完
了
し

て
い
た
と
考
え
て
い
た
が
、
実
際
に
は
手
続
き
が

さ
れ
な
い
ま
ま
現
在
ま
で
至
っ
た
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
議
決
さ
れ
れ
ば
速
や
か
に
自
治
会
と
無
償

譲
渡
の
手
続
き
を
進
め
る
。

福
祉
教
育
委
員
会

○
議
第
25
号

　

�

香
芝
市
立
み
つ
わ
保
育
所
建
替
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
議
案
内
容
】

　

�

保
育
所
の
建
替
え
を
行
う
た
め
に
、
既
存
の

建
物
の
解
体
を
予
定
し
て
い
る
み
つ
わ
保
育
所
の

外
壁
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
の
で
、
建
物
解

体
時
に
飛
散
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た
め
、
変

更
契
約
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

【
主
な
質
疑
・
答
弁
】

（
問
）
ア
ス
ベ
ス
ト
が

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に

よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
健
康
に

関
す
る
影
響
は
な
い
の
か
。

（
答
）
外
壁
の
状
態
に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が

壁
に
直
接
吹
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

表
面
が
仕
上
げ
材
で
固
め
ら
れ
て
お
り
、
劣
化
し

て
い
る
部
分
も
な
い
の
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
す

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
解
体
費
用
の
面
か
ら
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
の

か
。

（
答
）
設
計
当
初
に
は
目
視
確
認
を
行
っ
て
ア
ス

ベ
ス
ト
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
が
、
解

体
前
の
事
前
調
査
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
判
明
し
、
別

途
解
体
費
用
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
、
変
更
契
約

を
行
う
。

建
設
水
道
委
員
会

○
議
第
４
号

　

�

香
芝
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

【
議
案
内
容
】

　

市
民
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家

等
に
関
す
る
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
に
あ
た
り
、
必
要
な
調
査
・
審
議
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
附
属
機
関
と
し
て
、
香
芝

市
空
家
等
対
策
推
進
協
議
会
を
設
置
す
る
も
の
で

あ
る
。

【
主
な
質
疑
・
答
弁
】

（
問
）
空
家
等
対
策
推
進
協
議
会
と
は
、
具
体
的

に
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
行
う
協
議
会
な
の
か
。

（
答
）
対
象
地
域
は
香
芝
市
全
域
を
想
定
し
て
お

り
、
対
象
と
す
る
空
き
家
等
の
種
類
、
所
有
者
に

対
し
て
空
き
家
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
協
議
会
と
な
る
。

新たに地元自治会に譲渡される
下田公民館

新しくなったみつわ保育所
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　予算特別委員会は、去る３月３日、６日の２日間にわ
たり、慎重に審査を行いました。
　それぞれ専門的な視点から審査を行い、反対・賛成の
立場から討論があり、採決の結果、賛成多数で可決しま
した。
【主な総括質疑・答弁】
（質疑）�平成２９年度予算は、地域の特性を生かしての

予算編成であると説明されたが、どのような特徴があるのか。
（答弁）�市民サービスの向上と持続可能な財政運営を見据えた予算編成としている。特に、すべて

の世代の市民が安心・安全を実感できる予算編成とさせていただいた。
　　 　　主な取り組みは、本市の特徴である子ども、子育てへの支援をはじめ、市民サービスの

向上を第一優先に掲げて編成した。
（質疑）�実質公債費比率は、年々下がっているが、１8％を切るのはいつ頃になるのか。
（答弁）�現在までプライマリーバランスを堅持して予算編成しており、過去の起債の償還も順次終

えている状況の中、平成31年度には、18％を切ると考えている。
（質疑）�香芝市は、若い世代が多いので、教育費にもっと予算をかけるべきであると思うが、平成

２９年度は、どのような考えのもとに予算計上したのか。
（答弁）�教育費全体の総額では、８.６％の減となっているが、新たに学童保育の整備も進めており、

持続可能な教育行政という考えのもと予算計上した。
今回の予算に計上されてないが、今後、特別支援関係の取り組みを一層進めたいと考えて
いる。

（質疑）�予算に余裕があればどういう取り組みを行いたいのか。
（答弁）�教育の分野でＩＣＴをもっと広めたい。学校施設のエアコンの整備。一方で、都市計画道

路の整備。優先順位の高いところから実施したい。ＪＲ香芝駅のバリアフリー化、さらに
は総合公園のところの開発、ここもより早くやっていきたいと考えている。

（質疑）�職員の働き方改革については、来年度、どのような取り組みを考えているのか。
（答弁）�本市においては、定時退庁日や夏季の期間の朝型勤務の取り組みを実施している。
　 　　　平成29年度は、各部の管理職は、業務改善や有給休暇の利用促進を促す各種取り組みなど、

ワーク・ライフ・バランスに重点を置いた施策を計画し、単に残業を減らすという観点で
はなく、職員の有意義な時間を取り戻すという考えに基づき働き方改革を推進したいと考
えている。

委員長　北川重信　　副委員長　福岡憲宏
委　員　中川廣美　　関　義秀　　森井常夫　　中山武彦　　中井政友

予　算　特　別　委　員　会

平成２９年度香芝市一般会計予算を可決
予算額は２３９億３千万円
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議案番号 議　　案　　名 議決の結果

　条　例

議 第 １ 号 香芝市公共下水道の整備に伴う農業用用水管撤去基金条例を制定することについ
て

原案可決
（全会一致）

議 第 ２ 号 香芝市地域交流センター条例を制定することについて 原案可決

議 第 ３ 号 香芝市個人情報保護条例の一部を改正することについて 原案可決
（全会一致）

議 第 ４ 号 香芝市附属機関設置条例の一部を改正することについて 原案可決
（全会一致）

議 第 ５ 号 香芝市の職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び香芝市職員の育児休業等に関
する条例の一部を改正することについて

原案可決
（全会一致）

議 第 ６ 号 香芝市税条例等の一部を改正することについて 原案可決
（全会一致）

議 第 ７ 号 香芝市保育の実施に関する条例の一部を改正することについて 原案可決
（全会一致）

議 第 ８ 号 香芝市国民健康保険条例の一部を改正することについて 原案可決

議 第 4 1 号
（追加議案） 香芝市国民健康保険条例の一部を改正することについて 原案可決

（全会一致）

　予　算

議 第 ９ 号 平成２８年度香芝市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決
（全会一致）

議 第 1 0 号 平成２８年度香芝市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 原案可決
（全会一致）

議 第 1 1 号 平成２８年度香芝市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 原案可決
（全会一致）

議 第 1 2 号 平成２８年度香芝市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 原案可決
（全会一致）

議 第 1 3 号 平成２８年度香芝市下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
（全会一致）

議 第 1 4 号 平成２８年度香芝市土地取得特別会計補正予算（第１号）について 原案可決
（全会一致）

議 第 1 5 号 平成２８年度香芝市財産区財産特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
（全会一致）

議 第 1 6 号 平成２８年度香芝市水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決
（全会一致）

議 第 1 7 号 平成２９年度香芝市一般会計予算について 原案可決�

議 第 1 8 号 平成２９年度香芝市国民健康保険特別会計予算について 原案可決

議 第 1 9 号 平成２９年度香芝市後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決

議 第 2 0 号 平成２９年度香芝市介護保険特別会計予算について 原案可決

議 第 2 1 号 平成２９年度香芝市下水道事業特別会計予算について 原案可決
（全会一致）

平成29年３月第１回（定例会）香芝市議会の結果
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議案番号 議　　案　　名 議決の結果

議 第 2 2 号 平成２９年度香芝市土地取得特別会計予算について 原案可決
（全会一致）

議 第 2 3 号 平成２９年度香芝市財産区財産特別会計予算について 原案可決
（全会一致）

議 第 2 4 号 平成２９年度香芝市水道事業会計予算について 原案可決
（全会一致）

　その他

議 第 2 5 号 香芝市立みつわ保育所建替工事請負変更契約の締結について 原案可決
（全会一致）

議 第 2 6 号
～

議 第 3 9 号
財産の無償譲渡について 原案可決

（全会一致）

議第４０号
（追加議案） 損害賠償の額の決定について 原案可決

（全会一致）

同 第 １ 号
～

同 第 1 4 号
香芝市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 原案同意

（全会一致）

諮 第 １ 号
諮 第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案承認

（全会一致）

　議員提出議案

意見書第１号 精神障害者に公共交通機関の運賃割引制度の適用を求める意見書 原案可決
（全会一致）

意見書第２号 際限のない年金減額ストップで若者も高齢者も安心できる年金制度の改善を求め
る意見書 撤回承認

発議第１号
（12月議会提出議案）

香芝市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正
することについて 継続審査

議員　

　議案

福
岡　

憲
宏

上
田
井
良
二

中
井　

政
友

下
村　

佳
史

池
田　

英
子

筒
井　
　

寛

中
山　

武
彦

奥
山　

隆
俊

森
井　

常
夫

中
村　

良
路

関　
　

義
秀

小
西　

高
吉

細
井　

宏
純

中
川　

廣
美

河
杉　

博
之

北
川　

重
信

　条　　例 議
長
に
つ
き
、
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議 第 ２ 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 ８ 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　予　　算

議 第 １ ７ 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 １ ８ 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 １ ９ 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 ２ ０ 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の賛否の状況（全会一致を除く）

賛　

成

反　

対

13 2

13 2

13 2

13 2

13 2

13 2

（賛成…○、反対…×、退席…△、欠席…−）
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３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
３
月

８
日
に
行
わ
れ
、
７
人
の
議
員
が
市

政
全
般
に
わ
た
り
市
の
見
解
を
た
だ

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
掲
載
は
質
問
順
）

● 

下　

村　

佳　

史

•
観
光
の
振
興
と
充
実
に
つ
い
て

•
子
育
て
と
仕
事
の
調
和
に
つ
い
て

● 

中　

井　

政　

友

•
街
づ
く
り
に
つ
い
て

● 

福　

岡　

憲　

宏

•
子
供
た
ち
の
減
災
対
策
に
つ
い
て

•
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て

● 

筒　

井　
　
　

寛

• 

教
育
機
会
均
等
に
つ
い
て

• 

Ｊ
Ｒ
香
芝
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

進
展
に
つ
い
て

● 

池　

田　

英　

子

• 

Ｊ
Ｒ
香
芝
駅
に
つ
い
て

• 

就
学
援
助
金
に
つ
い
て

•
道
路
に
つ
い
て

● 

中　

山　

武　

彦

• 
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
• 

元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
● 

小　

西　

高　

吉

• 

安
心
・
安
全
に
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て

一
般
質
問　
質
問
者
・
項
目

※�

質
問
者
の
項
目
の
な
か
で
、
掲
載
し
て

い
な
い
部
分
や
詳
細
は
、
香
芝
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

▼
観
光
の
振
興
と
充
実
に
つ
い
て

（
問
）
葛
城
地
区
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、「
天
使
の
い
る
図
書
館
」
の

映
画
が
制
作
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
葛
城
地
域
観
光
協
議

会
を
発
足
し
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

の
採
択
を
受
け
て
、
こ
の
映
画
の
制
作
に

至
っ
た
。

（
問
）
今
回
の
映
画
で
は
、
な
ぜ
図
書
館

を
テ
ー
マ

と
し
て
取

り
上
げ
る

こ
と
に

な
っ
た
の

か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
図
書
館
と
い
う
全
国

共
通
の
テ
ー
マ
で
、
各
地
域
の
観
光
名
所

の
情
報
発
信
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
た
。

（
問
）
こ
の
映
画
を
通
じ
て
、
地
元
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
の
点
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
こ
の
映
画
の
感
想
や

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
映
画
の
舞
台
と
な
っ

た
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
意
見

が
多
く
、
今
後
は
ロ
ケ
地
を
め
ぐ
る
よ
う

下
村
佳
史 

議
員

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
問
）
こ
の
映
画
を
通
じ
て
観
光
や
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
多
く
の
方
に
こ
の
地
域
を
愛
し

て
い
た
だ
き
、
今
後
も
幅
広
く
来
て
い
た

だ
く
よ
う
な
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▼
子
育
て
と
仕
事
の
調
和
に
つ
い
て

（
問
）
こ
れ
ま
で
も
施
設
の
整
備
を
し
て
、

少
し
で
も
待
機
児
童
が
減
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
る
と
思
う
が
、
現
在
の
施
設
状
況

は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
28
年
度
ま
で
市
内
13
施

設
の
う
ち
７
施
設
を
整
備
し
て
お
り
、
２

９
０
人
分
の
定
員
増
を
図
っ
て
き
た
。

（
問
）
学
童
保
育
の
保
育
内
容
の
充
実
に

つ
い
て
、
来
年
度
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
保
育
時
間
に
つ
い
て
は
、

今
年
４
月
か
ら
30
分
延
長
し
て
保
護
者
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
た
い
。

（
問
）
学
童
保
育
所
の
児
童
数
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕30
年
度
を
ピ
ー
ク
に
徐
々

に
減
少
す
る
と
推
計
し
て
い
る
。

（
問
）
待
機
児
童
の
早
期
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
施
設
整
備
や
人
員
計
画
を
念
頭

に
お
き
、
こ
れ
か
ら
も
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
進
め
て
い
き
た
い
。

天使のいる図書館
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▼
街
づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）
ス
ポ
ー
ツ
公
園
事
業
に
つ
い
て
、

平
成
15
年
度
の
工
事
費
は
約
20
億
円
で

あ
っ
た
が
、
な
ぜ
現
在
は
約
77
億
円
に
も

な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
当
時
の
全
体
工
事

費
は
約
65
億
円
で
、
２
工
区
に
分
け
て
い

た
た
め
１
期
分
が
約
20
億
円
で
あ
っ
た
。

現
在
は
、
プ
ー
ル
施
設
が
追
加
さ
れ
て
い

る
。

（
問
）ス
ポ
ー

ツ
公
園
事
業

の
資
金
計
画

に
つ
い
て

は
、
平
成
15

年
度
と
現
在

と
で
は
ど
の

よ
う
に
違
う
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
基
本
的
に
同
じ
で
、

国
費
が
半
分
と
残
り
半
分
を
市
費
で
賄
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
問
）
国
費
に
つ
い
て
は
、
用
地
取
得
や

建
物
に
対
し
て
の
補
助
率
は
違
う
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
工
事
費
や
測
量
試

験
費
の
国
庫
補
助
率
は
２
分
の
１
で
、
用

地
補
償
費
や
調
査
測
量
費
の
国
庫
補
助
率

は
３
分
の
１
で
あ
る
。

▼
子
供
た
ち
の
減
災
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
学
校
等
で
実
施
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
避
難
訓
練
で
は
、
ど
の
よ
う
な
課

題
や
問
題
点
が
あ
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
実
際
に
災
害
が
起
こ
っ

た
場
合
、
子
ど
も
た
ち
が
避
難
訓
練
で
学

ん
だ
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
実
践
で
き
る
か

が
課
題
で
あ
る
。

（
問
）
大
き
な
地

震
が
起
こ
っ
た
場

合
は
、
先
生
も
被

災
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
思
う
が
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
た
訓
練
は
実
施

し
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
現
在
、
具
体
的
な
訓
練

は
行
っ
て
い
な
い
。

（
問
）
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、「
自
分
の

命
は
自
身
で
守
る
」
と
い
う
防
災
教
育
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
防
災
教
育
に
つ
い
て
は

特
別
な
時
間
を
と
っ
て
い
な
い
。

（
問
）
市
長
は
中
学
生
を
対
象
に
し
た
防

災
教
育
を
実
施
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
今
の
答
弁
と
ず
れ
が
あ
る
よ
う
に

思
う
が
、
そ
の
点
は
ど
う
な
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
地
域
防
災
の
観
点
か
ら

中
井
政
友 

議
員

福
岡
憲
宏 

議
員

（
問
）
こ
れ
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
公
園
事
業

に
支
出
し
て
き
た
事
業
費
は
、
ど
れ
く
ら

い
の
金
額
に
な
る
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
用
地
取
得
に
約
９

億
５
千
万
円
と
測
量
試
験
費
に
約
１
億

円
。
合
計
で
10
億
５
千
万
円
を
支
出
し
て

き
た
。

（
問
）
今
後
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
事
業
費

を
支
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
。
ま

た
、
用
地
取
得
の
た
め
の
費
用
は
、
ど
れ

く
ら
い
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕先
行
し
て
い
る
プ
ー

ル
建
設
に
約
15
億
円
が
必
要
で
、
残
り
の

用
地
取
得
費
は
５
億
円
程
度
と
考
え
て
お

り
、
今
後
は
公
共
施
設
管
理
計
画
に
照
ら

し
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

（
問
）
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
接
道
す
る
都
市

計
画
道
路
の
事
業
費
は
、
今
後
、
ど
れ
ぐ

ら
い
の
金
額
が
か
か
る
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
尼
寺
関
屋
線
の
工

事
費
が
約
１
億
５
千
万
円
で
、
用
地
費
は

約
５
千
万
円
、
ま
た
、
畑
分
川
線
の
工
事

費
が
約
１
億
円
で
、
用
地
費
は
約
７
千
万

円
を
予
定
し
て
い
る
。

（
問
）
本
市
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
点
は
ど
う
な
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
建
設
費
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
含
め
て
、
少
し
で
も
負
担

を
減
ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

も
防
災
教
育
は
進
め
て
い
き
た
い
。

（
問
）
従
来
の
防
災
訓
練
だ
け
で
は
課
題

も
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
訓
練
は
常
に
実
効

性
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
今
年
度
は
、
す
べ
て
の

学
校
等
で
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
も
実
施

し
て
い
る
。

▼
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て

（
問
）
高
度
な
情
報
化
が
進
む
中
で
、
子

ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
力
を

身
に
つ
け
、
様
々
な
課
題
に
対
応
で
き
る

力
を
育
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
教
育
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

と
い
う
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
要
性

を
明
確
に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
プ
ロ

セ
ス
を
つ
く
り
、
ま
た
、
教
え
る
側
の
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
る
機
会
が
必
要
と
思
う

が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
子
ど
も
た
ち
の
論
理
的

思
考
力
を
養
っ
て
い
く
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
が
有
効
な
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
本
格
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

が
始
ま
る
前
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
で
事
前

導
入
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
今
後
は
、
ク
ラ
ブ
活
動

や
放
課
後
の
活
用
を
含
め
て
考
え
て
い
き

た
い
。

香芝市スポーツ公園計画平面図 

テニスコート 

武道館 

駐車場 

駐車場 

駐車場 

多目的競技場 

駐車場 

駐車場 

駐車場 

駐車場 

多目的広場 

管理棟 

プール 

スポーツ公園イラスト

学校での防災訓練のようす
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▼
教
育
機
会
均
等
に
つ
い
て

（
問
）
生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
に
つ
い

て
、
高
校
卒
業
後
の
高
等
教
育
へ
の
進
学

状
況
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。
ま

た
、
生
活
保
護
世
帯
の
高
校
中
退
率
は
ど

う
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
県
こ
ど
も
家
庭
課

の
資
料
で
は
、
26
年
４
月
時
点
で
、
生
活

保
護
世
帯
の
大
学
等
の
進
学
率
は
38
・

１
％
で
、
中
退
率
は
５
・
５
％
で
あ
る
。

（
問
）
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
策
と
し

て
、現
在
、ど
の
よ
う
な
学
習
支
援
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
福
祉
面
で
は
、
自

分
で
学
習
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
能
力
や

生
活
基
盤
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
学
習
に
遅
れ
が
あ
る
子

ど
も
に
対
し
て
、
放
課
後
に
個
別
に
補
習

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
生
に
は
地

域
未
来
塾
と
い
う
学
習
機
会
を
提
供
し
て

い
る
。

（
問
）
こ
れ
ら
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
負

の
連
鎖
の
解
消
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
生
活
困
窮
世
帯
も
含
め

▼
Ｊ
Ｒ
香
芝
駅
に
つ
い
て

（
問
）
昨
年
請
願
が
提
出
さ
れ
、
採
択
さ

れ
た
Ｊ
Ｒ
香
芝
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

伴
う
市
と
県
の
工
事
負
担
割
合
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
市
と
県
で
各
六
分

の
一
に
な
っ
て
い
る
が
、
上
限
の
金
額
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
比
率
が
少
し
変
わ
る
。

▼
就
学
援
助
金
に
つ
い
て

（
問
）
就
学
援
助
費
支
給
の
現
状
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
。

〔
教
育
部
次
長
〕
今
年
度
は
、
小
学
校
は

全
体
の
５
・
94
％
、
中
学
校
で
７
・
92
％

を
見
込
ん
で
お
り
、
年
々
微
増
傾
向
に
あ

る
。

（
問
）
就
学
援
助
費
は
、
国
の
基
準
よ
り
、

下
回
っ
て
い
る
が
、
本
市
は
そ
の
点
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
委
部
次
長
〕
他
の
市
町
村
と
の
差

を
う
め
る
た
め
、
今
年
度
は
、
給
食
費
を

全
額
支
給
し
、ま
た
来
年
度
に
つ
い
て
は
、

修
学
旅
行
費
の
増
額
を
す
る
予
定
で
あ

り
、
年
々
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
計
画
的
に
国
の
基
準
に
近
づ

け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

（
問
）
就
学
援
助
費
の
支
給
日
程
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
。

筒
井
　
寛 

議
員

池
田
英
子 

議
員

た
、
低
学
力
傾
向
の
子
ど
も
の
支
援
に
つ

な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

▼
Ｊ
Ｒ
香
芝
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進

展
に
つ
い
て

（
問
）
請
願
が
採
択
さ
れ
た
12
月
議
会
以

降
、
Ｊ
Ｒ
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
Ｊ
Ｒ
側
は
、
多
く

の
市
民
か
ら
の
要
望
と
受
け
止
め
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
い
た
対
策
を
講
じ
た

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
問
）
こ
れ
か
ら
の
具
体
的
な
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
29
年
度
前
半
に
具

体
的
な
方
策
を
決
定
し
、
30
年
度
に
調
査

や
設
計
業
務
を
行
い
た
い
。
そ
の
後
、
工

事
に
２
年
程

度
か
か
る
の

で
は
な
い
か

と
予
測
し
て

い
る
。

（
問
）
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

の
改
修
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
ホ
ー
ム
と
電
車
の

段
差
解
消
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
屋
根
が
あ

る
跨
線
橋
を
設
置
、
ホ
ー
ム
の
屋
根
を
設

置
、
ト
イ
レ
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
築
し
多

機
能
ト
イ
レ
を
追
加
、
点
字
の
表
示
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

〔
教
育
部
次
長
〕
９
月
が
第
１
回
目
、
12

月
が
第
２
回
目
、
３
月
が
第
３
回
目
で
あ

る
。

（
問
）
第
１
回
目
の
就
学
援
助
金
を
入
学

前
に
支
給
で
き
な
い
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
今
後
、
支
給
月
に
つ
い

て
は
十
分
検
討
し
た
い
。

▼
道
路
に
つ
い
て

（
問
）
通
学
路
の
交
通
安
全
標
識
等
の
設

置
状
況
を
お
聞
き
し
た
い
。

〔
教
育
部
次
長
〕
交
通
量
の
多
い
場
所
や
、

狭
隘
道
路
な
ど
、
歩
道
が
確
保
で
き
な
い

場
所
を
中
心
に
安
全
看
板
を
13
ヶ
所
設
置

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
電
柱
に
は
、
現
在
26
ヶ
所
、
44

本
に
設
置
し
て
い
る
。

（
問
）
通
学

路
の
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
設

置
の
要
望
箇

所
は
ど
れ
く

ら
い
進
ん
で

い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
平
成
27
年
度
の
要
望
箇

所
は
、
７
ヶ
所
あ
り
、
２
カ
所
が
未
設
置

で
あ
る
。

（
問
）
狭
隘
道
路
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
い
る
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
市
内
で
は
、
奈
良

県
地
域
住
宅
等
整
備
事
業
計
画
の
一
部
と

し
て
採
択
さ
れ
て
お
り
、
国
庫
補
助
を
活

用
し
、
５
ヶ
所
で
実
施
し
て
い
る
。

道路に設置された
グリーンベルト

ＪＲ香芝駅
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▼
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
前
の
水
道
管
破
断
事

故
や
市
内
で
も
水
道
管
破
損
事
故
が
発
生

し
た
が
、
上
水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
る
イ

ン
フ
ラ
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
現
在
、
法
定
耐
用
年

数
40
年
を
超
え
て
い
る
管
路
が
、
６
万
４

６
６
７
㍍
あ
り
、
総
延
長
の
約
17
％
で
あ

る
。
市
で
は
、
年
間
２
０
０
０
㍍
の
老
朽

管
の
敷
設
替
え
を
行
っ
て
お
り
、
10
年
後

に
は
、
約
36
％
が
法
定
対
応
年
数
を
超
え

る
。
現
在
、
平
成
25
年
度
に
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
用
い
、
法
定
対
応

年
数
の
40
年
か
ら
更
新
計
画
年
数
を
60
年

と
設
定
す
る
香
芝
市
水
道
施
設
更
新
計
画

を
策
定
し
、
事
業
を
順
次
進
め
て
い
る
。

（
問
）
昨
年
12
月
に
新
潟
県
糸
魚
川
市
で

大
規
模
火
災
が
発
生
し
た
が
、
本
市
の
密

集
住
宅
地
の
火
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
次
長
〕
各
消
防
団
管
轄
内

の
住
宅
密
集
地
の
火
災
発
生
を
想
定
し
、

図
上
訓
練
を
計
画
し
て
お
り
、
本
年
５
月

に
第
１
回
目
を
実
施
す
る
計
画
を
し
て
い

る
。

（
問
）
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
は
、
点
字

▼
安
心
・
安
心
に
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）
４
月
か
ら
開
院
さ
れ
る
香
芝
生
喜

病
院
の
規
模
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

い
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
所
在
地
は
、
香
芝
市

穴
虫
３
３
０
０
番
地
、
建
物
は
、
５
階
建

て
で
、
19
診
療
科
目
が
あ
り
、
病
床
数
は

２
４
１
床
で
、
そ
の
内
の
一
般
病
床
１
９

１
床
、療
養
病
床
50
床
で
あ
る
。
開
院
は
、

本
年
４
月
１
日
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
小
児

科
の
専
門
医

の
体
制
は
ど

の
よ
う
に

な
っ
て
い
る

の
か
。

〔
福
祉
健
康

部
長
〕専
門
医
３
名
体
制
で
診
療
さ
れ
る
。

（
問
）
小
児
科
の
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
専
従
の
医
師
２
名
と

非
常
勤
医
師
２
名
の
４
名
体
制
で
あ
る
。

　

２
次
救
急
医
療
機
関
の
指
定
と
と
も
に

開
院
後
、
半
年
先
を
目
指
し
、
小
児
科
の

２
次
輪
番
病
院
に
参
加
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

中
山
武
彦 

議
員

小
西
高
吉 

議
員

ブ
ロ
ッ
ク
が
行
き
届
い
て
な
い
と
聞
い
た

が
、
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
階
段
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
前
な
ど
最
小
限
に
設
置

し
て
い
る
。

（
問
）
障
が

い
者
に
対
し

て
は
、
ハ
ー

ド
面
、
ソ
フ

ト
面
を
考
慮

し
、
ど
う
対

応
す
べ
き
か

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ

の
点
ど
う
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
障
が
い
者
当
事
者

の
考
え
を
取
り
入
れ
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

デ
ザ
イ
ン
の
観
点
を
考
慮
し
て
い
き
た

い
。

（
問
）
歩
道
、
道
路
等
に
も
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
で
事
業
を
を
進
め

て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、
そ
の
点
は
ど

う
な
の
か
。

〔
都
市
事
業
部
長
〕
障
が
い
者
の
ご
意
見

を
集
め
た
な
か
で
、
再
度
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）
子
供
た
ち
身
近
な
公
園
で
球
技
が

で
き
る
公
園
が
な
い
が
、
も
う
少
し
柔
軟

に
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

将
来
的
に
は
、
３
６
５
日
、
24
時
間
体

制
の
地
域
に
貢
献
で
き
る
救
急
医
療
を
目

指
さ
れ
て
い
る
。

（
問
）
産
婦
人
科
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

将
来
的
に
必
要
で
あ
る
が
、
市
か
ら
は
病

院
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
申
し
入
れ
は
行
っ
た

が
、
現
在
は
、
考
え
て
お
ら
れ
な
い
。

（
問
）
保
育
所
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
を

お
聞
き
し
た
い
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
み
つ
わ
保
育
所
の
建

て
替
え
工
事
が
完
成
す
る
と
87
・
５
%
で

あ
る
。

（
問
）
小
学
校
等
の
教
育
施
設
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
率
を
お
聞
き
し
た
い
。

〔
教
育
部
長
〕
平
成
28
年
度
末
で
小
学
校

41
・
７
％
、
中
学
校
31
・
６
％
、
幼
稚
園

69
・
７
％
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
今
後
の
ト
イ
レ
の
改
修
計
画
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
平
成
29
年
度
に
お
い
て
、

小
学
校
で
10
基
、
中
学
校
で
は
、
27
基
の

設
計
を
予
定
し
て
い
る
。

（
問
）
昨
年
開
催
さ
れ
た
中
学
生
議
会
で

非
常
に
要
望
が
多
か
っ
た
の
は
、
学
校
の

ト
イ
レ
の
老
朽
化
対
策
や
洋
式
化
の
推
進

で
あ
る
が
、
市
長
は
こ
の
点
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
は
、

一
番
の
問
題
で
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
、

今
後
も
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意

を
し
て
い
る
。

総合福祉センター内
「点字ブロック」

香芝生喜病院の全景
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議

会

日

誌

平
成
29
年

●
２
月

　
　

22
日　
　

�

葛
城
地
区
清
掃
組
合
議
会

　
　

23
日　
　

本
会
議

　
　

27
日　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　

28
日　
　

福
祉
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会

●
３
月

　
　

1
日　
　

建
設
水
道
委
員
会

　
　

3
日　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

6
日　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

8
日　
　

一
般
質
問

　
　

10
日　
　

本
会
議

　
　

29
日　
　

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

●
４
月

　
　

13
日　
　

臨
時
会

　
　

18
日　
　

臨
時
会

　
　

19
日　
　

近
畿
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　

23
日　
　

岳
の
ぼ
り

●
５
月

　
　

9
日　
　

議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　

編
集
委
員
会

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
過
ぎ
、
梅
雨
の

季
節
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
３
月
末
に
は
、
市
議
会
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
、
16
名
の
議
員
が
市
民
の
負
託
を
受

け
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
私
た
ち
議
員
に
向

け
ら
れ
る
市
民
の
目
も
非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
議
員
一
同
が
さ
ら
に
気
を
引
き

締
め
て
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
に
行
わ
れ
た
臨
時
会
で
は
、

正
副
議
長
が
選
出
さ
れ
、
各
常
任
委
員
会
の

委
員
を
決
定
し
ま
し
た
。
市
民
生
活
向
上
の

た
め
、
新
た
な
体
制
で
議
会
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
も
メ
ン

バ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

に
議
会
や
市
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
創
意
工
夫
し
、
議
会
活
動
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
〔
問
合
せ
〕
ＴＥＬ
７
７-

８
２
２
１

 

議
会
事
務
局
内

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

中
川
廣
美

　
　
　

副
委
員
長　

筒
井　

寛

　
　
　

委　
　

員　

北
川
重
信

　
　
　
　
　

〃　
　

河
杉
博
之

　
　
　
　
　

〃　
　

下
村
佳
史

　
　
　
　
　

〃　
　

中
谷
一
輝

　傍聴を希望される方は、市役所5階
議会事務局で、傍聴人受付簿に住所、
氏名及び年齢を記入していただくと、
傍聴することができます。
◆定員／議場　４４人
◆�本会議の状況は、庁舎１階ロビーの
モニターでもご覧いただけます。

議会の傍聴においでください。平成２９年６月定例会会期（予定）

香芝市議会情報のご案内
　本会議（一般質問など）や常任委員会（総務企画委員会、福祉教育委
員会、建設水道委員会）、議会運営委員会、特別委員会などの会議録の
検索、議案の議決結果、議員紹介、議会改革のあゆみ、傍聴の手続き、
本会議・委員会の録画配信など香芝市議会の情報をご覧いただけます。
香芝市議会ホームページ� http://www.city.kashiba.lg.jp/shigikai/

月 日（曜日） 会　議　名

６

12日㈪ 本 会 議
14日㈬ 総務企画委員会
15日㈭ 福祉教育委員会
16日㈮ 建設水道委員会

21日㈬～22日㈭ 一 般 質 問
26日㈪ 本 会 議

＊正式な会期・日程案は、議会運営委員会で決定されます。

岳のぼりのようす
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